
　

ワ
ク
内
に
26
年
の
エ
ト
（
午

年
）
に
ち
な
ん
で
あ
ち
こ
ち
に

馬
の
イ
ラ
ス
ト
が
入
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
部
分
は
意
味
に
関
係

な
く
ウ
マ
と
読
み
替
え
て
く
だ

さ
い
。
ク
ロ
ス
を
解
い
た
の

ち
、
Ａ
〜
Ｉ
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
順
に
並
べ
て
で
き
る
言
葉
を

答
え
て
く
だ
さ
い
。

ヒ
ン
ト
：
笑
え
ば
願
い
が
か
な
う

出
題
者
：
山
本　

汎
昭
さ
ん

タ
テ
の
カ
ギ

❶
思
い
出
が
○
○
○
○
○
の
よ

う
に
脳
裏
を
駆
け
め
ぐ
る

❷
他
人
に
頼
る
心
。
○
○
○
○

○
が
強
い

❸
競
技
な
ど
で
優
勝
す
る
こ

と
。
全
国
○
○
○

❹
土
佐
の
藩
士
坂
本
○
○
○
○

❺
貧
す
れ
ば
○
○
す
る

❼
事
が
さ
し
迫
っ
て
い
る
こ

と
。
○
○
○
○
○
を
要
す
る

10
枯
れ
た
木
の
枝

13
一
寸
先
は
○
○

16
貸
す
こ
と
と
借
り
る
こ
と
。

金
銭
の
○
○
○
○
は
禁
止

18
ド
ブ
○
○
○
・
ハ
ツ
カ
○
○

○
19
ま
だ
改
良
の
○
○
が
あ
る

20
バ
ッ
ト
は
空
し
く
○
○
を
切

っ
た

21
に
ぶ
い
痛
み

22
生
産
・
労
働
手
段
に
機
械
を

導
入
す
る
こ
と
、
農
業
の
○

○
○
○

24
ウ
ナ
ギ
を
養
殖
す
る
こ
と
。

○
○
○
○
業

25
物
事
を
す
る
精
力
と
根
気
。

○
○
○
○
尽
き
果
て
る

27
そ
の
化
石
を
最
初
に
研
究
し

た
ナ
ウ
マ
ン
に
ち
な
ん
で
命

名
さ
れ
た
象

29
ト
ラ
と
ウ
マ
で
は
な
く
精
神

的
外
傷

30
カ
ギ
。
車
の
○
○
。
○
○
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

31
私
利
○
○
○
に
走
る

34
美
辞
○
○
○
を
並
べ
た
て
る

35
○
○
女
共
同
参
画

37
紙
を
切
り
抜
い
て
形
を
作
り

出
す
も
の

39
人
の
○
○
見
て
わ
が
○
○
直

せ
40
西
洋
風
の
へ
や
。
洋
室

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
あ
ら
く
て
大
き
い
こ
と
。
○

○
○
ゴ
ミ

❸
○
○
○
整
頓

❺
旅
行
な
ど
で
貴
重
品
を
入
れ

る
腹
巻
き
仕
様
の
ウ
エ
ス
ト

ポ
ー
チ

❽
衣
類
を
身
に
つ
け
て
い
な
い

状
態

❾
虫
の
知
ら
せ
。
不
吉
な
○
○

○
11
ラ
グ
ビ
ー
で
こ
れ
で
５
得
点

入
る

12
入
学
の
年
が
１
月
か
ら
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
ど

も
の
こ
と

14
か
ば
焼
き
の
鰻
を
芯
に
巻
い

た
卵
焼
き

15
奈
良
公
園
の
人
気
動
物

17
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
略

18
年
の
初
め
、
年
始
、
年
頭

20
酔
っ
て
○
○
を
ま
く

21
３
位
で
○
○
メ
ダ
ル
を
獲
得

22
心
に
深
い
○
○
を
負
う

23
花
と
鳥
。
○
○
○
○
風
月

25
百
の
十
倍

26
地
震
○
○
○
○
火
事
親
父

28
機
知
、
機
転
。
○
○
○
○
に

富
む

30
駐
車
○
○
○
、
立
入
○
○
○

32
カ
メ
の
背
中
は
コ
レ
が
つ
い

て
い
る

33
暦
（
こ
よ
み
）、
七
曜
表

36
金
銭
を
金
融
機
関
に
預
け
る

こ
と

38
反
対
意
見
、
異
議
。
誰
も
○

○
○
は
な
い

39
複
利
法
で
計
算
さ
れ
た
利

子
。
単
利
↑
↓

41
時
間
と
空
間
。
○
○
○
を
超

越
す
る

42
木
を
見
て
○
○
を
見
ず

43
節
分
の
日
に
恵
方
を
向
い
て

食
べ
ま
す

応
募
の
方
法

　

「
解
答
」「
所
属
組
合
名
」「
氏

名
」「
住
所
」
を
書
い
て
、
メ
ー

ル
か
は
が
き
で
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
紙
面
の
感
想
、
職
場
の
で
き

ご
と
や
近
況
な
ど
を
一
言
書
き
添

え
て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で

す
。
正
解
者
の
中
か
ら
10
人
に
図

書
カ
ー
ド
を
お
く
り
ま
す
。

　

な
お
、
送
っ
て
い
た
だ
い
た
一

言
は「
仲
間
の
声
」と
し
て
紙
面
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

送
付
先

〒
５
３
０
―
０
０
４
１
大
阪
市
北

区
天
神
橋
１
丁
目
13
―
15　

大
阪

グ
リ
ー
ン
会
館
４
階　

大
阪
自
治

労
連
「
お
お
さ
か
自
治
体
の
仲

間
」
編
集
部

nakam
a@
osaka-jichiroren.jp

応
募
の
締
め
切
り
／
２
月
28
日

正
解
と
当
選
者
の
発
表
／
２
０
２

６
年
３
月
号
の
紙
面
に
掲
載

　

２
０
２
６
年
４
月
１
日
効
力

開
始
の
個
人
賠
償
責
任
共
済
の

継
続
と
新
規
募
集
の
時
期
と
な

り
ま
し
た
。
個
人
賠
償
責
任
共

済
は
、
通
勤
、
通
学
の
自
転
車

の
賠
償
事
故
へ
の
対
応
は
も
ち

ろ
ん
、「
水
漏
れ
に
よ
り
階
下

に
損
害
を
与
え
た
」
な
ど
、
日

常
の
く
ら
し
で
突
然
起
こ
っ
て

し
ま
う
賠
償
事
故
に
も
対
応
。

ま
た
「
友
人
か
ら
借
り
た
カ
メ

ラ
を
誤
っ
て
破
損
し
た
」
な
ど

「
受
託
品
」（「
受
託
品
」
の
う

ち
、
携
帯
電
話
・
パ
ソ
コ
ン
・

１
０
０
万
円
を
超
え
る
物
品
、

な
ど
な
ど
対
象
外
の
も
の
も
あ

り
ま
す
）
も
対
応
で
す
。

　

個
人
賠
償
責
任
共
済
の
掛
金

は
年
間
１
７
０
０
円
。
最
高
賠

償
額
は
２
億
円
で
、
示
談
代
行

サ
ー
ビ
ス
付
で
す
。
組
合
員
本

人
の
加
入
で
、
同
居
の
親
族
と

別
居
の
未
婚
の
子
ま
で
補
償
さ

れ
ま
す
。

　

年
１
回
の
募
集
時
期
を
逃
さ

ず
、
個
人
賠
償
責
任
共
済
の
加

入
で
、
日
常
生
活
の
賠
償
事
故

に
備
え
ま
し
ょ
う
。

個人賠償責任共済
年間掛金1,700円で

賠償額２億円
示談代行付

10月号の解答
「クリゴハン」

エカキ ベイコク
ハンカチ ヨウシ
ガイ ヨキ トン
キ ソウジユウ
ハンシユウ ハ

アゴ ヨウ ゴイ
カイコ キマリテ
シタマチ シンク

10
月
号
の
正
解
と
当
選
者

　

２
０
２
５
年
10
月
号
「
ク
ロ
ス
ワ

ー
ド
パ
ズ
ル
」
の
正
解
は
「
ク
リ
ゴ

ハ
ン
」
で
し
た
。
各
職
場
か
ら
ハ
ガ

キ
６
通
、
メ
ー
ル
50
通
合
計
56
人
か

ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
つ
ぎ

の
５
人
の
み
な
さ
ん
に
図
書
カ
ー
ド

を
お
く
り
ま
す
。（
敬
称
略
）

▼
箕
作
有
希
子
（
堺
市
職
労
）

▼
岸　
　

博
和
（
泉
佐
野
市
職
労
）

▼
大
原　

陽
子
（
交
野
市
職
労
）

▼
平
田　

玲
子
（
寝
屋
川
市
職
労
）

▼
宮
嶋　

督
高
（
吹
田
市
職
労
）
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中
山
徹
さ
ん

「人と人とのつながりを取り戻していこう」との発言も

■
毎
月
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
っ
て
る
ニ
ュ

ー
ス
を
見
て
、「
自
分
が
最
後
に
い
つ
か
か

っ
た
か
な
？
」
と
心
配
し
て
い
ま
す
。
小
さ

い
子
ど
も
が
い
る
の
で
余
計
に
心
配
で
す
！

　
　

文
野　

愛
さ
ん
（
岸
和
田
市
職
労
）

■
紅
葉
の
き
れ
い
な
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

遠
く
に
行
か
な
く
て
も
、「
小
さ
な
キ
レ

イ
！
」
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
て
、
幸
せ
感
じ

ま
す
。

　
　

小
西　

素
子
さ
ん
（
堺
市
職
労
）

■
１
年
か
け
て
元
幼
稚
園
園
舎
に
調
理
棟
や

足
り
な
い
保
育
室
の
増
築
を
し
て
い
ま
す
。

先
日
の
ぞ
い
て
み
る
と
、
瓦が
れ
き礫

や
土
に
囲
ま

れ
、
栗
が
実
っ
て
い
ま
し
た
。
園
児
と
栗
の

パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
を
食
べ
た
時
の
こ
と
を
思

い
出
し
ま
し
た
。

　
　

木
村　

佳
代
さ
ん
（
門
真
市
職
労
）

■
再
任
用
で
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
勤
務

し
て
３
年
目
で
す
。
毎
日
保
護
者
の
方
と
楽

し
く
話
を
し
て
、
若
返
る
思
い
で
す
。

　
　

西
田　

美
香
さ
ん
（
大
阪
市
労
組
）

■
７
年
空
い
て
、
５
人
目
の
孫
が
で
き
ま
し

た
。
可
愛
す
ぎ
ま
す
。

　
　

森
川　

洋
さ
ん
（
堺
市
職
労
）

■
最
後
の
ペ
ー
ジ
（
８
面
）
の
他
、「
お
お

さ
か
自
治
体
の
仲
間
」
の
話
は
い
つ
も
楽
し

く
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
♪

　
　

赤
井　

昭
太
さ
ん
（
吹
田
市
職
労
）

（
第
28
回
お
お
さ
か
の
自
治
体
学
校
）

「
維
新
は
大
阪
の
ま
ち
の
姿
を

　

ど
う
変
え
る
の
か
」

　

大
阪
自
治
体
問
題
研
究
所
は
12
月
21
日
、「
第
28
回
お
お

さ
か
の
自
治
体
学
校
」
を
大
阪
市
内
で
開
催
し
、
住
民
や
自

治
体
職
員
な
ど
約
80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
講
師
の
中
山
徹
さ
ん
（
自
治
体
問
題
研
究
所

理
事
長
・
奈
良
女
子
大
学
名
誉
教
授
）
は
「
維
新
は
大
阪
を
ど
う

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
」
と
題
し
て
、講
演
。「
維
新
政
治
に
よ

る
規
制
緩
和
と
民
間
主
導
の
開
発
で
大
阪
経
済
が
落
ち
込
み
疲
弊

し
て
い
る
。
支
持
率
も
低
迷
す
る
維
新
が
局
面
打
開
で
『
副
首
都

構
想
』
を
打
ち
出
し
、
３
度
目
の
住
民
投
票
を
狙
っ
て
い
る
が
、

大
阪
経
済
は
改
善
し
な
い
。も
っ
と
地
域
の
歴
史
や
文
化
的
な
蓄
積
を
大
切
に
、

元
気
な
地
場
産
業
に
な
る
政
策
が
必
要
で
あ
る
」
と
厳
し
く
指
摘
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
分
野
か
ら
「
特
区
民
泊
の
現
状
と
運
動
」「
枚
方
駅
前
の
再
整

備
計
画
の
白
紙
撤
回
を
求
め
る
運
動
」「
府
が
進
め
る
南
河
内
の
合
併
問
題
」

「
水
道
の
広
域
化
問
題
」「
自
治
体
Ｄ
Ｘ
と
住
民
の
く
ら
し
」「
夢
洲
の
最
新
情
報
」

な
ど
、
職
場
と
地
域
か
ら
維
新
政
治
と
の
た
た
か
い
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、「
お
お
さ
か
自
治
体
ま
る
わ
か
り
研
究
会
」
を
再
開
し
、
夏
に

開
催
さ
れ
る
「
自
治
体
学
校
in
大
阪
」（
７
月
11
・
12
日
）
の
成
功
を
め
ざ
し

て
、
自
治
体
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
住
民
と
と
も
に
考
え
、
地
方
自
治
が
い
き
る

自
治
研
究
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。


